














Comparison of Commercial Culture and Management Philosophy  
in the Modern Period between Japan and China
―Focusing on Okura Kihachiro and Zhang Jian―
Lang Lang
Abstract
　Since modern times, Japan and China received the impact of Western civilizations. The way of modernization 
varied depending on the responses of the two countries. At that time, the modern enterprise system began, and 
modern-thinking entrepreneurs were born. Entrepreneurs contributed to creation of new industries. To compare 
the characteristics of entrepreneurs in China and Japan, who are the protagonists of Asian economic arenas; 
research on modern commercial cultures and business philosophies of key entrepreneurs is meaningful. An entre-
preneur’s unique management philosophy includes the fundamental ethics that influence corporate culture and 
behavioral norms. In addition, the stance on corporate social responsibility toward the region, the nation, and the 
international society, and mercantile education to bestow entrepreneurs’ ideals to the next generation are also highly 
important parts of the management philosophy.
　Therefore, in this paper, the modern commercial culture from 1868 of the Meiji Restoration in Japan, the Chinese 
self-strengthening movement in the 1860’s to the Sino-Japanese war in the 1930’s to 1940’s, and the management 
philosophies of two entrepreneurs from both countries, Okura Kihachiro and Zhang Jian, who were active at the 
time, were studied by comparing the three aspects: ethics, social contribution, and mercantile education.
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４ － ３ 　商人教育：新式学校の建立
　大倉喜八郎は、教育事業は国に対する最大の慈善事業で
ある、と次のように述べている。
「私は、真個の慈善は貧者に金を与うるにあらずし
て、独立の生活を与うるに在りと信じている。独立の
生活を与うるには、独立の職業を与うるに在りと信じ
ている。独立の職業を与うるには、まず彼等を教育す
るに在りと信じている。則ち青年を教育するというこ
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とは国内の惰民を減少し、一国の繁栄を来すべき最大
の慈善事業と信じているのである
36
。」
　1900年9月、東京経済大学の前身である大倉商業学校の
開校式を行った。現在の建学精神の「進一層」、「責任を果
たす、信用を重んじる」は大倉の言葉で表している。ま
た、大倉は商人は基礎的知識と教養以外に、武士のように
中庸、論語、孟子などの儒学書の勉強をしたことがわかっ
た。大倉はこれだけでは不足で、商人になるためには商人
に特化したものも必要である、例えば英文と商法などであ
る。
　一方、張謇の場合も企業の利益を教育事業に投資し、社
会公益活動などにも寄付した。1912年設立の南通工学院と
南通医学院
37
、および1958年創立の南通師範学院は2004年9
月に合併され、総合大学として現存している。
　呉（2009、p.135）によれば、通州師範学校の建設や運
営は日本の公立学校を模倣し、日本の大学から卒業した若
者が通訳として配備されて、担当教員として採用した
38
。そ
して、張謇は職業教育も非常に重視した。農業、工業、商
業、医学、軍事、海運、建築など全面的な職業教育を行っ
ていた。南通地区に、巡査教練所、交通警察養成所、監獄
学伝習所、河川海域工事量士養成所、農学校、紡績学校、
南通医科専門学校などを含めた多くの職業訓練学校を設立
した。日本から多くの留学生や、専門家が招聘された。張
謇の教育思想は日本との関係が深いと、呉（2009、
pp.137-138）は指摘した。
　以上のように、大倉喜八郎と張謇は二人とも教育を重視
していた。大倉喜八郎は商業を中心とする専門学校の建設
に集中しているが、張謇は商業に限らず、師範大学、医学
院、職業学校などの建設にも業績を残している。
　大倉喜八郎は、商人が基礎的知識と教養以外に、武士の
ように中庸、論語、孟子などの儒学書の勉強も必要である
と指摘し、自主自立の精神と西洋先進文化の経験を参考と
することを強調している。張謇は南通地域での教育事業を
中心とし、商業以外に小学校からの師範教育や農業、工
業、商業、医学、軍事、海運、建築などの職業教育にも貢
献した。張謇の場合は、教育事業を展開するにおいて、日
本の教育理念や人材育成システムなど、多くのところで影
響を受けていた。
おわりに
　本研究では、日本の明治維新（1868年）と中国の洋務運
動（1860年代）から日中戦争以前（1930年代半ば）までの
商業文化、および当時活躍していた企業家の大倉喜八郎と
張謇の経営理念について調査し比較した。
　日本の近代企業家は、近世のように家族利益あるいは家
業繁栄のため、道徳信条の遵守、地元への貢献だけでな
く、経営理念の中に、武士道の進取精神、商権回復、産業報
国などの価値を取り入れている。経営活動においては西洋
技術の導入、政府要人との関係、実業道徳を重視していた。
　アヘン戦争（1840～1842年）以降、中国は世界市場に巻
き込まれ始め、近代工業化が遅れながらも進んでいた。清
朝末、「師夷之長技以制夷」という思想が広がり、西洋の
技術を受け入れようとする洋務運動が展開され、「自強」、
「求富」を求める呼び声が知識人や実務家の間に広まって
いた。一方、中国の起業家は西洋や日本からの影響を受け
ると同時に、外国企業による中国市場の開拓、あるいは略
奪的な経済活動に対抗しようとする民族資本の勢いが強く
なった。日本と中国ではともに、経営理念の中に西洋企業
との「商戦」、民族主義あるいは「ナショナリズム」の気
運が高まった共通の側面もあった。
　大倉喜八郎と張謇は、二人とも近代化の先駆者として尊
敬されている。多角化戦略を通じての産業振興のために企
業を経営するほか、学校や博物館や社会福祉などの面にお
いて多く社会貢献した。
　大倉喜八郎と張謇の経営理念については、以下のように
まとめられる。
図表：大倉喜八郎と張謇の比較
大倉喜八郎
（1837－1928）
張　謇
（1853－1926）
倫理道徳
「正直は実に商売の資
本」、「刻苦勉励」、「進
一層」、「自己の利益と
国益との一致、共通性
を意識した上で、後者
を強調すること
39
」
「言商向儒」（儒家の道
徳規範の遵守）、「先進
技術の学習」、「非私而
私也、非利而利也」（私
利の追求を主要目的に
おいてはならない、公
の利益を優先）
社会貢献
「忠君愛国」、外国との
「競争関係」、「盛んに出
貿易
40
を行わねばなら
ぬ」「アジア主義」
「国家のための思想を
樹立し、国家の急を優
先する」、「西洋国家と
商業戦を展開するより
紡績や鉄網の工業部門
をまず優先的に発展さ
せる」
商人教育
大倉商業学校（1900
年）、商人の教育に尽く
す
南通工学院（1912年）、
南通医学院（1911年）
など、師範教育を最も
基本として強調する。
職業教育も重視する。
（筆者作成）
　以上のように、本稿では倫理、社会貢献、商人教育とい
う三つの視点から企業家の大倉喜八郎と張謇の経営理念の
共通点と相違点を比較した。
　大倉喜八郎と張謇は経営理念の中にも勤勉、倹約、道徳
遵守、社会貢献などをよく強調し、彼らは単に企業経営を
119日中近代企業家の経営理念の比較
論ずるだけでなく、それを超えた、産業振興と国力発展へ
の貢献も考えていた。
　そして、大倉喜八郎は工業も重視したが、「貿易」を発
展させ、商業繁栄を通じて国の繁栄を達成するということ
を強く強調している。一方、中国の張謇は「商務立国」を
批判し、「富国の本は工に在り」を主張し、工業政策重視
とする「棉鉄主義」より国家経済の振興を実現すると呼び
かけた。
　最後に、大倉喜八郎と張謇は二人とも教育を重視した。
大倉喜八郎は商業を中心とする専門学校を作り、張謇は商
業のみならず、師範大学、医学院、職業学校にも触れてい
る。近代において、日本でも中国でも大企業家は自分の利
益より国の繁栄のため事業を立ち上げるという責任を持っ
ていたと考えられる。
　本研究は倫理、社会貢献、商人教育という三つの視点か
ら企業家の大倉喜八郎と張謇の経営理念の共通点と相違点
を比較した。経営理念の中に、企業家の知恵は豊富であ
り、近代企業家の経営理念を深く理解するため、企業家の
具体的な経営方針、資金調達、商会の建立、企業家精神な
ど他の方面からの研究余地もある。また、経営理念の歴史
的な変遷から現代への示唆を探求するため、今後とも引き
続き、現代の商業文化と企業家の経営理念の研究を進めて
いくつもりである。
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